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１．研究計画の概要 

研究代表者が提案する衝撃点火方式は、核
融合の実現に向けて、大幅な小規模化を実現
可能とする。小規模ながら、中心点火方式と
同様、現象の予測性の高さが特徴である。本
研究の目的は、衝撃点火方式による核融合が
可能であるか否かを判断するために、物理
的・工学的理解を得ることと、衝撃点火レー
ザー核融合の概念を実証することである。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究の大きな課題の一つは、飛翔体を
1000km/s に加速しなければならないことで
ある。ところが、飛翔体をこのような高速度
域まで加速しようとすると、流体不安定性の
成長により、飛翔体そのものが崩壊してしま
うという問題が生じる。このことが、衝撃点
火方式の最も大きな問題であった。 しかし、
研究代表者等は、Br を適量ドープすることに
よって、この流体不安定性が抑制されること
を考案し、衝撃点火方式における飛翔体加速
に適用することで、飛翔体の崩壊の問題を回
避することに成功した。その結果、飛翔体を
0.2g/cc の密度をたもったまま、700km/s 以
上の速度まで加速させることに成功した。 
 これは、計画半ばにして、当初の目標の
70%をすでに達成したことを意味している。 
 このことから、計画の大幅な前倒しを計画
し、現段階で得られている知見をもとに、予
備的な統合実験を行った。主燃料が最も高密
度に爆縮された瞬間に飛翔体が衝突したと
き、2×106 の中性子が観測された。2 桁の中
性子量の増加を観測し、予備的な高速点火実
験で得られている中性子量に迫るものであ
った。 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
 本研究の目的は、衝撃点火方式の概念実証
であったが、原理実証にも匹敵する結果を得
ることができた。これは、衝撃点火方式が小
規模な設備で可能なだけでなく、予測性に優
れていることが、最大の要因である。 

米国との共同研究では、本研究の大きな目
標であった飛翔体速度 1000km/s を超える飛
翔体速度の達成に成功し、当初の目的の一つ
を 100%達成することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最も大きな課題であった、飛翔体速度

1000km/s を計画半ばで 100%達成できたこ
とから、今後は、衝撃点火統合実験を集中的
に行う予定である。これまでに得られた飛翔
体加速実験の結果をもとに、統合実験におけ
るパラメータの最適化を行い、衝撃点火方式
で 106を超える中性子発生量の実現を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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